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【手続補正書】
【提出日】平成29年2月6日(2017.2.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＩＥＥＥ８０２．１１規格に準拠するシステムにおいて複数の受信チェーンを含む受信
機を使用して信号に関する低電力探索モードをもたらす方法であって、
　前記複数の受信チェーンのうちの第１の受信チェーンで信号をリッスンすることと、
　前記第１の受信チェーンによってレガシーショートトレーニングフィールド（Ｌ－ＳＴ
Ｆ）が検出されるとき、前記第１の受信チェーンに関する第１の周波数推定を実行するこ
とと、
　前記Ｌ－ＳＴＦを検出すると、前記複数の受信チェーンの１つまたは複数の追加の受信
チェーンを活性化することと、
　前記信号が高スループット（ＨＴ）パケットまたは超高スループット（ＶＨＴ）パケッ
トと合致するかどうかを決定することと、
　前記信号がＨＴパケットまたはＶＨＴパケットと合致すると決定すると、前記第１の受
信チェーンおよび前記１つまたは複数の追加の受信チェーンを使用して前記信号を受信す
るように最大比合成（ＭＲＣ）を使用することと、前記ＭＲＣは、前記第１の受信チェー
ンに関する前記第１の周波数推定の結果に、少なくとも部分的に、基づいている、
　前記信号がＨＴパケットにも、ＶＨＴパケットにも合致しないと決定すると、前記１つ
または複数の追加の受信チェーンを不活性化することと
を備える方法。
【請求項２】
　前記第１の受信チェーンで信号をリッスンしている間、前記１つまたは複数の追加の受
信チェーンの各々を低電力状態に維持すること
をさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記Ｌ－ＳＴＦを検出することに応答して、前記第１の受信チェーンに関する第１のＤ
Ｃオフセット推定を実行すること
をさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項４】
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　前記信号がＨＴパケットまたはＶＨＴパケットと合致すると決定すると、前記１つまた
は複数の追加の受信チェーンに関する第２のＤＣオフセット推定を実行することをさらに
備える請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　ＩＥＥＥ８０２．１１規格に準拠するシステムにおいて信号に関する低電力探索モード
をもたらし、複数の受信チェーンを含む多入力多出力（ＭＩＭＯ）受信機であって、
　前記受信機のリッスンモード中、信号をリッスンするように構成された第１の受信チェ
ーンと、
　前記第１の受信チェーンによってレガシーショートトレーニングフィールド（Ｌ－ＳＴ
Ｆ）が検出されるとき、前記第１の受信チェーンに関する第１の周波数推定を実行するた
めの手段と、
　前記第１の受信チェーンによって前記Ｌ－ＳＴＦを検出すると、前記複数の受信チェー
ンの１つまたは複数の追加の受信チェーンを活性化するための手段と、
　前記信号が高スループット（ＨＴ）パケットまたは超高スループット（ＶＨＴ）パケッ
トと合致するかどうかを決定するための手段と、
　前記信号がＨＴパケットまたはＶＨＴパケットと合致すると決定すると、前記第１の受
信チェーンおよび前記１つまたは複数の追加の受信チェーンを使用して前記信号を受信す
るように最大比合成（ＭＲＣ）を使用するための手段と、
　前記信号がＨＴパケットにも、ＶＨＴパケットにも合致しないと決定すると、前記１つ
または複数の追加の受信チェーンを不活性化するための手段と
　を備えるＭＩＭＯ受信機。
【請求項６】
　前記第１の受信チェーンで信号をリッスンしている間、前記１つまたは複数の追加の受
信チェーンの各々を低電力状態に維持するための手段
　をさらに備える請求項５に記載の受信機。
【請求項７】
　コンピュータ上で実行されるとき、請求項１から４のうちのいずれかにしたがってプロ
セスを実行するコンピュータ実行可能命令を記憶している非一時的なコンピュータ可読媒
体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
　[0068]　開示される実施形態の以上の説明は、当業者が本開示を作成すること、または
使用することを可能にするように与えられる。これらの実施形態の様々な変形が、当業者
には直ちに明白となり、本明細書で定義される一般的な原理は、本開示の趣旨または範囲
を逸脱することなく、他の実施形態に適用されることが可能である。このため、本開示は
、本明細書で示される実施形態に限定されることは意図されず、本明細書で開示される原
理および新規な特徴と合致する最も広い範囲を与えられるべきものとする。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　複数の受信チェーンを含む受信機を使用して信号に関する低電力探索モードをもたらす
方法であって、
　前記複数の受信チェーンのうちの第１の受信チェーンで信号をリッスンすることと、
　前記第１の受信チェーンによってレガシーショートトレーニングフィールド（Ｌ－ＳＴ
Ｆ）が検出されるとき、前記第１の受信チェーンに関する第１の周波数推定を実行するこ
とと、
　前記Ｌ－ＳＴＦを検出すると、前記複数の受信チェーンの１つまたは複数の追加の受信
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チェーンを活性化することと、
　レガシーロングトレーニングフィールド（Ｌ－ＬＴＦ）が受信されると、前記第１の受
信チェーンおよび前記１つまたは複数の追加の受信チェーンを使用して前記信号を受信す
るように最大比合成（ＭＲＣ）を使用することと、前記ＭＲＣは、前記第１の受信チェー
ンに関する前記第１の周波数推定の結果に、少なくとも部分的に、基づいている、
を備える方法。
［Ｃ２］
　前記第１の受信チェーンで信号をリッスンしている間、前記１つまたは複数の追加の受
信チェーンの各々を低電力状態に維持すること、
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記１つまたは複数の追加の受信チェーンに関する第２の周波数推定を実行することと
、
　組み合わされた周波数推定をもたらすように前記第１の周波数推定の結果と前記第２の
周波数推定の結果とを組み合わせることと、
をさらに備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記第１の周波数推定の結果を、前記１つまたは複数の追加の受信チェーンに適用する
こと
をさらに備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記Ｌ－ＳＴＦを検出することに応答して、前記第１の受信チェーンに関する第１のＤ
Ｃオフセット推定を実行すること
をさらに備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記１つまたは複数の追加の受信チェーンに関する第２のＤＣオフセット推定を実行す
ること
をさらに備えるＣ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　複数の受信チェーンを含む受信機を使用して信号に関する低電力探索モードをもたらす
方法であって、
　前記複数の受信チェーンのうちの第１の受信チェーンで信号をリッスンすることと、
　前記第１の受信チェーンによってレガシーショートトレーニングフィールド（Ｌ－ＳＴ
Ｆ）が検出されるとき、前記第１の受信チェーンに関する第１の周波数推定を実行するこ
とと、
　前記Ｌ－ＳＴＦを検出すると、前記複数の受信チェーンの１つまたは複数の追加の受信
チェーンを活性化することと、
　前記信号が高スループット（ＨＴ）パケットまたは超高スループット（ＶＨＴ）パケッ
トと合致するかどうかを決定することと、
　前記信号がＨＴパケットまたはＶＨＴパケットと合致すると決定すると、前記第１の受
信チェーンおよび前記１つまたは複数の追加の受信チェーンを使用して前記信号を受信す
るように最大比合成（ＭＲＣ）を使用することと、前記ＭＲＣは、前記第１の受信チェー
ンに関する前記第１の周波数推定の結果に、少なくとも部分的に、基づいている、
を備える方法。
［Ｃ８］
　前記信号がＨＴパケットにも、ＶＨＴパケットにも合致しないと決定すると、前記１つ
または複数の追加の受信チェーンを不活性化すること、
をさらに備えるＣ７に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記第１の受信チェーンで信号をリッスンしている間、前記１つまたは複数の追加の受
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信チェーンの各々を低電力状態に維持すること
をさらに備えるＣ７に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記第１の周波数推定の結果を前記１つまたは複数の追加の受信チェーンに適用するこ
と
をさらに備えるＣ７に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記Ｌ－ＳＴＦを検出することに応答して、前記第１の受信チェーンに関する第１のＤ
Ｃオフセット推定を実行すること
をさらに備えるＣ７に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記信号がＨＴパケットまたはＶＨＴパケットと合致すると決定すると、前記１つまた
は複数の追加の受信チェーンに関する第２のＤＣオフセット推定を実行することをさらに
備えるＣ１１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　複数の受信チェーンを含む受信機を使用して信号に関する低電力探索モードをもたらす
方法であって、
　前記複数の受信チェーンのうちの第１の受信チェーンで信号をリッスンすることと、
　前記第１の受信チェーンによってレガシーショートトレーニングフィールド（Ｌ－ＳＴ
Ｆ）が検出されるとき、前記第１の受信チェーンに関する第１の周波数推定を実行するこ
とと、
　前記信号が高スループット（ＨＴ）パケットまたは超高スループット（ＶＨＴ）パケッ
トと合致するかどうかを決定することと、
　前記信号がＨＴパケットまたはＶＨＴパケットと合致すると決定すると、前記複数の受
信チェーンの１つまたは複数の追加の受信チェーンを活性化し、前記第１の受信チェーン
および前記１つまたは複数の追加の受信チェーンを使用して前記信号を受信するように最
大比合成（ＭＲＣ）を使用することと、前記ＭＲＣは、前記第１の受信チェーンに関する
前記第１の周波数推定の結果に、少なくとも部分的に、基づいている、
を備える方法。
［Ｃ１４］
　前記信号がＨＴパケットにも、ＶＨＴパケットにも合致しないと決定すると、前記第１
の受信チェーンだけで前記信号を受信すること
　をさらに備えるＣ１３に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記第１の受信チェーンで信号をリッスンしている間、前記１つまたは複数の追加の受
信チェーンの各々を低電力状態に維持すること
　をさらに備えるＣ１３に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記第１の周波数推定の結果を前記１つまたは複数の追加の受信チェーンに適用するこ
とをさらに備えるＣ１３に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記Ｌ－ＳＴＦを検出することに応答して、前記第１の受信チェーンに関する第１のＤ
Ｃオフセット推定を実行すること
　をさらに備えるＣ１３に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記信号がＨＴパケットまたはＶＨＴパケットと合致すると決定すると、前記１つまた
は複数の追加の受信チェーンに関する第２のＤＣオフセット推定を実行することをさらに
備えるＣ１７に記載の方法。
［Ｃ１９］
　受信機を使用して信号に関する低電力探索モードを制御するための方法であって、前記
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受信機は、複数の受信チェーンを含み、前記方法は、
　前記受信機によって受信される信号に関連する受信信号強度指標（ＲＳＳＩ）レベルを
監視することと、
　前記ＲＳＳＩレベルが第１のしきい値未満である場合、最大比合成（ＭＲＣ）を使用し
て信号をリッスンするために前記複数の受信チェーンの各々をイネーブルにすることと、
　前記ＲＳＳＩレベルが前記第１のしきい値以上である場合、信号をリッスンするために
前記複数の受信チェーンのうちの１つだけをイネーブルにすることと
　を備える方法。
［Ｃ２０］
　前記ＲＳＳＩレベルが前記第１のしきい値未満である場合、前記最大比合成と共に直接
スペクトル拡散（ＤＳＳＳ）／相補型符号変調（complementary code keying）（ＣＣＫ
）をイネーブルにすること
　をさらに備えるＣ１９に記載の方法。
［Ｃ２１］
　前記受信機がマルチストリーム受信モードで動作することを要求されるかどうかを決定
し、要求されない場合、前記複数の受信チェーンのうちの１つだけをイネーブルにするこ
と
　をさらに備えるＣ２０に記載の方法。
［Ｃ２２］
　信号に関する低電力探索モードをもたらし、複数の受信チェーンを含む多入力多出力（
ＭＩＭＯ）受信機であって、
　前記受信機のリッスンモード中、信号をリッスンするように構成された第１の受信チェ
ーンと、
　前記第１の受信チェーンによってレガシーショートトレーニングフィールド（Ｌ－ＳＴ
Ｆ）が検出されるとき、前記第１の受信チェーンに関する第１の周波数推定を実行するた
めの手段と、
　前記第１の受信チェーンによって前記Ｌ－ＳＴＦを検出すると、前記複数の受信チェー
ンの１つまたは複数の追加の受信チェーンを活性化するための手段と、
　前記第１の受信チェーンおよび前記１つまたは複数の追加の受信チェーンを使用して前
記信号のレガシーロングトレーニングフィールド（Ｌ－ＬＴＦ）を受信するように最大比
合成（ＭＲＣ）を使用するための手段と
　を備えるＭＩＭＯ受信機。
［Ｃ２３］
　前記第１の受信チェーンで信号をリッスンしている間、前記１つまたは複数の追加の受
信チェーンの各々を低電力状態に維持するための手段
　をさらに備えるＣ２２に記載の受信機。
［Ｃ２４］
　信号に関する低電力探索モードをもたらし、複数の受信チェーンを含む多入力多出力（
ＭＩＭＯ）受信機であって、
　前記受信機のリッスンモード中、信号をリッスンするように構成された第１の受信チェ
ーンと、
　前記第１の受信チェーンによってレガシーショートトレーニングフィールド（Ｌ－ＳＴ
Ｆ）が検出されるとき、前記第１の受信チェーンに関する第１の周波数推定を実行するた
めの手段と、
　前記第１の受信チェーンによって前記Ｌ－ＳＴＦを検出すると、前記複数の受信チェー
ンの１つまたは複数の追加の受信チェーンを活性化するための手段と、
　前記信号が高スループット（ＨＴ）パケットまたは超高スループット（ＶＨＴ）パケッ
トと合致するかどうかを決定するための手段と、
　前記信号がＨＴパケットまたはＶＨＴパケットと合致すると決定すると、前記第１の受
信チェーンおよび前記１つまたは複数の追加の受信チェーンを使用して前記信号を受信す
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るように最大比合成（ＭＲＣ）を使用するための手段と
　を備えるＭＩＭＯ受信機。
［Ｃ２５］
　前記信号がＨＴパケットにも、ＶＨＴパケットにも合致しないと決定すると、前記１つ
または複数の追加の受信チェーンを不活性化するための手段
　をさらに備えるＣ２４に記載の受信機。
［Ｃ２６］
　前記第１の受信チェーンで信号をリッスンしている間、前記１つまたは複数の追加の受
信チェーンの各々を低電力状態に維持するための手段
　をさらに備えるＣ２４に記載の受信機。
［Ｃ２７］
　信号に関する低電力探索モードをもたらし、複数の受信チェーンを含む多入力多出力（
ＭＩＭＯ）受信機であって、
　前記受信機のリッスンモード中、信号をリッスンするように構成された第１の受信チェ
ーンと、
　前記第１の受信チェーンによってレガシーショートトレーニングフィールド（Ｌ－ＳＴ
Ｆ）が検出されるとき、前記第１の受信チェーンに関する第１の周波数推定を実行するた
めの手段と、
　前記信号が高スループット（ＨＴ）パケットまたは超高スループット（ＶＨＴ）パケッ
トと合致するかどうかを決定するための手段と、
　前記信号がＨＴパケットまたはＶＨＴパケットと合致すると決定すると、前記複数の受
信チェーンの１つまたは複数の追加の受信チェーンを活性化し、前記第１の受信チェーン
および前記１つまたは複数の追加の受信チェーンを使用して前記信号を受信するように最
大比合成（ＭＲＣ）を使用するための手段と
　を備えるＭＩＭＯ受信機。
［Ｃ２８］
　前記信号がＨＴパケットにも、ＶＨＴパケットにも合致しないと決定すると、前記第１
の受信チェーンだけで前記信号を受信するための手段
　をさらに備えるＣ２７に記載の受信機。
［Ｃ２９］
　前記第１の受信チェーンで信号をリッスンしている間、前記１つまたは複数の追加の受
信チェーンの各々を低電力状態に維持するための手段
　をさらに備えるＣ２７に記載の受信機。
［Ｃ３０］
　コンピュータ上で実行されるとき、
　複数の受信チェーンのうちの第１の受信チェーンで信号をリッスンすることと、
　前記第１の受信チェーンによってレガシーショートトレーニングフィールド（Ｌ－ＳＴ
Ｆ）が検出されるとき、前記第１の受信チェーンに関する第１の周波数推定を実行するこ
とと、
　前記Ｌ－ＳＴＦを検出すると、前記複数の受信チェーンの１つまたは複数の追加の受信
チェーンを活性化することと、
　レガシーロングトレーニングフィールド（Ｌ－ＬＴＦ）が受信されるとき、前記第１の
受信チェーンおよび前記１つまたは複数の追加の受信チェーンを使用して前記信号を受信
するように最大比合成（ＭＲＣ）を使用することと、前記ＭＲＣは、前記第１の受信チェ
ーンに関する前記第１の周波数推定の結果に、少なくとも部分的に、基づいている、
　のプロセスを実行するコンピュータ実行可能命令を記憶している非一時的なコンピュー
タ可読媒体。
［Ｃ３１］
　コンピュータ上で実行されるとき、
　複数の受信チェーンのうちの第１の受信チェーンで信号をリッスンすることと、
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　前記第１の受信チェーンによってレガシーショートトレーニングフィールド（Ｌ－ＳＴ
Ｆ）が検出されるとき、前記第１の受信チェーンに関する第１の周波数推定を実行するこ
とと、
　前記Ｌ－ＳＴＦを検出すると、前記複数の受信チェーンの１つまたは複数の追加の受信
チェーンを活性化することと、
　前記信号が高スループット（ＨＴ）パケットまたは超高スループット（ＶＨＴ）パケッ
トと合致するかどうかを決定することと、
　前記信号がＨＴパケットまたはＶＨＴパケットと合致すると決定すると、前記第１の受
信チェーンおよび前記１つまたは複数の追加の受信チェーンを使用して前記信号を受信す
るように最大比合成（ＭＲＣ）を使用することと、前記ＭＲＣは、前記第１の受信チェー
ンに関する前記第１の周波数推定の結果に少なくとも部分的に基づいている、
　のプロセスを実行するコンピュータ実行可能命令を記憶している非一時的なコンピュー
タ可読媒体。
［Ｃ３２］
　コンピュータ上で実行されるとき、
　複数の受信チェーンのうちの第１の受信チェーンで信号をリッスンすることと、
　前記第１の受信チェーンによってレガシーショートトレーニングフィールド（Ｌ－ＳＴ
Ｆ）が検出されるとき、前記第１の受信チェーンに関する第１の周波数推定を実行するこ
とと、
　前記信号が高スループット（ＨＴ）パケットまたは超高スループット（ＶＨＴ）パケッ
トと合致するかどうかを決定することと、
　前記信号がＨＴパケットまたはＶＨＴパケットと合致すると決定すると、前記複数の受
信チェーンの１つまたは複数の追加の受信チェーンを活性化し、前記第１の受信チェーン
および前記１つまたは複数の追加の受信チェーンを使用して前記信号を受信するように最
大比合成（ＭＲＣ）を使用することと、前記ＭＲＣは、前記第１の受信チェーンに関する
前記第１の周波数推定の結果に、少なくとも部分的に、基づいている 、
　のプロセスを実行するコンピュータ実行可能命令を記憶している非一時的なコンピュー
タ可読媒体。
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